
痴漢・盗撮の被害に遭われた方、被害を目撃された方へ

痴漢・盗撮は、重大な犯罪です︕
被害者は全く悪くありません

【被害に遭われた方へ】

周りの人に助けを求めてください

お尻などの身体を触られた、下着等の写真を撮られたな

どの被害に遭った際はあなたの安全を確保するため、

声を上げる、防犯アプリを活用するなどの方法で、周りの

人に助けを求めてください。

警察に110番通報、または相談してください

安全を確保することができたら、すぐに110番通報してください。ま

た、被害に遭ってから時間が経っていてもかまいませんので、いつ

でも警察に相談してください。どんな小さなことでもかまいません。

駅員や周りの人に声をかけて協力を求めたり、警

察に110番通報をしたりしてください。

【被害を目撃された方へ】

被害の届出を受けた警察の対応について

あなたの協力がさらなる被害防止に
つながります︕

警察では、被害に遭われた方の心の負担の軽減に配慮し、

犯人検挙のための捜査を行います。

決して泣き寝入りせずに、警察を頼ってください。

※なお、以下に記載する流れは一例であり、具体的な流れは事案によって異なります。

警察官による
現場の確認

警察官が被害が発生した現場に出向いて

状況を確認し、写真撮影などを行います。

被害者のプライバシーの保護などには十分

に配慮します。

あなたの

プライバシーを

守りながら

被害状況を調

べます

被害状況の
再現見分の実施

被害者の方に立ち会っていただきなが

ら、被害当時の状況を再現して捜査を行う

ことがあります。

つらいと思ったら、すぐに言ってください。

つらいときは

すぐに警察官に

ご相談

ください

警察署での
事情聴取

可能な限り、被害に遭われた

方の希望に応じた性別の警

察官がお話をお聞きします。

あなたが

安心して

話せる警察官が

対応します

衣服など
証拠品の確認

被害に遭った時に着ていた

衣服や持ち物には、検挙に

つながる証拠が見つかること

があるため、お借りする場合

があります。

犯人を

見つけるために

衣服なども調

べます

大丈夫
ですか︖

被害者に声をかけてください

被害を目撃したら、見て見ぬふりをせずに、「大丈夫ですか？」

「警察を呼びましょう」などと、声をかけてあげてください。

駅員、警察官などに知らせてください


